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おはようございます。 

校長先生の声、届いていますか？ 

 

さて、前回のお題は「今年の目標は？」でした

が、たくさんのお友だちが書いてくれました。あ

りがとうございます。勉強のこともたくさんあり

ましたが、「友だちと仲良くする」というような友

だちに関することもたくさんありました。目標に

向かって、少しでも前進できるといいですね。 

 

さて、今日から「ケガ」について少しお話をしよ

うと思います。もうすぐマラソン大会ですが、そ

こに向かって、皆さんが駆け足習慣をがんばって

いる姿をみて、とても微笑ましく思っています。

なかには、走れない、走るのが苦手なお友達もお

りますが、心の中で応援することや、少しでも頑

張ることが大切だと思います。 

また、マラソン大会に向けてがんばるのはいい

のですが、ケガなどしないように注意もしてくだ

さい。 

というのも、実は校長先生は今は全力では走れ

ないのです。ぱっと見ではわからないと思います

が、中学校のときに、走りすぎて膝を痛めたこと

があるからです。そのときは、大きなケガにはな

らなかったのですが、そのあと教師なりたての頃

に、サッカーの試合で大きなケガをしてしまいま

した。 

サッカーの指導者の資格をとるために、サッカ

ーの学校に通っていた時に、練習試合が行わたの

です。そのとき、ドリブルをしていて、相手をかわ

したつもりが、逆に足をひっかけられて、大きく

転倒しました。そのとき、自分の左ひざがありえ

ない方向にグニャっと曲がり、バチンと音がした

のを今でもおぼえています。 

みるみるあいだに、左ひざが大きくはれて、小

さなスイカぐらいの大きさにはれあがりました。

すぐに病院に運ばれて、お医者さんにみてもらい

ました。すると、ひざの中の靭帯が切れたのでは

という見立てでした。靭帯というのは、ふともも

と脛をつなぐ太いゴムバンドみたいなのもので、

前と後ろ、左右の４本あり、どうもそのうちの後

ろの靭帯が切れたようでした。 

骨が折れたときはきちんと固定しておくとなお

りますが、靭帯は一生なおりません。大きな手術

をして、靭帯をつなぎなおすしかないのですが、

校長先生は手術をしませんでした。 

というのも、当時の手術の成功率が７０％ぐら

いだったからです。手術をすると、またサッカー

ができるようになるかもしれませんが、手術に失

敗すると、ひざを折り曲げることができなくなる

と言われました。究極の選択をせまられました。 

校長先生がサッカー選手なら、もちろんその手

術を受けたと思うのですが、先生は学校の先生で

す。全力で走ったりサッカーはできなくなります

が、和式トイレや正座ができなくなる方が困りま

す。 

結局、手術をするのはやめて、靭帯は切れたま

まにしました。だから今も切れています。日常生

活ではそれほど困りませんが、全力で走ったり、

サッカーを本気ですることはできないのです。 

 

校長先生は、他にも左手首を大きく骨折しまし

て、これも手術をしなかったので、今でも左手首

は少し曲がっていて、十分回転しません。また左

の足首や、足の指も骨折したり、いろいろ大きな

ケガをしてきたのですが、もう一つ忘れらない大

きな思い出があります。その話はまた来週したい

と思います。 

本日のお題は、皆さんは骨折、縫うなどの大き

なケガをしたことはありますか。もしよければあ

るか、ないかをシールで教えてください。それで

はケガのないよう、マラソン大会を、日常生活を

気を付けていきましょう。本日も最後まで聞いて

いただきありがとうございました。 


